
【2021年度実績】
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3 老年看護学Ⅳ 1 グループワークや発表会が円滑に進むように工夫した。

老年看護学Ⅱ 5
高齢者の食事や口腔ケアに関する演習、移動援助の演習を担当し、患者
体験や援助技術について学生自身が考えられるように工夫した。

老年看護学Ⅲ 2 アセスメントシートの改訂や遠隔でのグループワーク

（２）演習
演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

認知症看護 1
急性期病棟における認知症看護について、映像資料を用いた演習を実施
した。

３．教育業績
（１）講義

講義の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

文部科学省科学研究費 20K10990 基盤研
究(C)

訪問看護師育成のための教育ス
テーションの機能と課題に関する
研究

研究分担者 2020.4-2023.3

文部科学省科学研究費 基盤研究（C）
高齢者の外反⺟趾・浮き趾による
転倒予防のためのエビデンスに基
づく看護介入の効果

研究分担者 2021.4-2024.3

２．競争的資金等の研究
競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

文部科学省科学研究費 21K11084 基盤研
究(C)

介護老人福祉施設入所高齢者家族
の代理意思決定支援ツールの開発

研究代表者 2021.4-2024.3

名称 単・共 発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月
該当なし

（４）その他

コロナ禍における一人暮らしの在宅高齢
者の睡眠の見守りと訪問支援の検討

共同
日本睡眠学会第46回定期学
術集会、福岡市

久保田 富夫, 林 裕栄, 武田 美津代, 新村
洋未, 畔上 光代, 水間 夏子, 滑川 道人, 三
塩 操

2021.9

（３）学会発表
学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

都市部の診療所看護師が有するコンピテ
ンシーとその構造

共著 あり
國澤 尚子, 丸山 優, 畔上 光代, 水間
夏子, 辻 玲子, 大塚 眞理子

2021.9

Shared Decision Makingに関する文献レ
ビューー家族の代理意思決定支援に着目
して−

共著 あり 水間夏子, ⼩⻑⾕百絵 2022.3
上智大学総合人間科
学部看護学科紀要.
6, 51-57
宮城大学研究ジャー
ナル. 1(2), 36-45

（２）論文
論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

該当なし
著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2014年〜埼⽟県⽴大学 保健医療福祉学部看護学科 助教

所属学会（役職）日本老年看護学会、日本認知症ケア学会、日本難病看護学会、埼⽟県⽴大学保健医療福祉科学学会

１．研究業績
（１）著作

研究分野 老年看護学
学位 修士（看護学）

学歴 2006年埼⽟県⽴大学 保健医療福祉学部看護学科卒業 2020年上智大学大学院 総合人間科学研究科修了

氏名 水間 夏子 部署 看護学科 職名 助教
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該当なし
８．特記事項

該当なし

該当なし
７．特許の取得

特許名 特許番号 登録年月

大学広報活動 高校出張講座（松山女子高校） 2021.10.28

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）
受賞名 主催 受賞年月

学生支援 ４年担任 2020.4-2022.3
学科等における委員会等 実習計画調整会議（後期実習主担当、臨地実習教育協議会担当、予算担当） 2021.4-

学⻑指定プロジェクトへの関与 研究開発センタープロジェクトＧメンバー 2021.4-

５．学内運営
項目 内容 期間

該当なし

（４）その他
項目 相手方等 内容 期間

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言
メディア等の名称 内容 年月

第3回看護人間工学会学術集会 運営委員会 実行委員（総務） 2021.4-9

（２）国、自治体、学術団体等における委員等
国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

該当なし

４．社会貢献活動
（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

（５）その他
名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

該当なし

卒業論文 2021.4-2022.1 主指導 2名 副指導 0名

老年看護学実習Ⅱ 2021.11-12
医療療養病床における⻑期療養中の高齢者への看護について、高齢者の
生活の豊かさやケアの質を学生自身が考えられるよう工夫した。

（４）論文指導
対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

総合実習 2021.7-8
医療療養病床における⻑期療養中の高齢者を対象とした看護について、
3名の学生が各々の目標が達成できるよう関わった。

老年看護学実習Ⅰ 2021.4-6
老人福祉センター2施設の実習を担当するとともに高齢者とのコミュニ
ケーションに関する講義を担当した。

ヒューマンケア体験実習 〇 2021.9-10 学科内科目責任者として、実習内容の検討、報告会運営を担当した。

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）


